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▽
政
党
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治
の
再
編
と
政
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勢
力
の
変
動

　
第
三
期
　
少
数
党
内
閣
時
代
・
議
院
内
閣
制
の
完
成
（
一
九
三
二
年
迄
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第
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▽
普
通
選
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権
闘
争

132

　
一
八
六
六
年
の
議
会
制
度
改
革
に
よ
っ
て
参
政
権
を
与
え
ら
れ
た
の
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
口
の
僅
か
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
で
あ
っ

た
（
全
成
人
男
子
の
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
一
九
世
紀
末
迄
の
三
〇
年
間
に
所
得
条
項
を
突
破
し
て
新
た
に
選
挙
権
資
格
を
獲
得
し
た
国

民
は
ご
く
僅
か
し
か
い
な
か
っ
た
。
一
八
九
六
年
で
す
ら
国
民
の
六
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
が
第
二
院
へ
の
参
政
権
を
手
に
し
て
い
る
だ
け
で

あ
っ
た
（
三
〇
年
間
で
○
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
）
。
都
市
部
で
は
官
吏
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
、
産
業
資
本
家
が
有
権
者
を
構
成
し
、

地
方
で
は
農
民
に
重
力
の
中
心
が
あ
っ
た
。
地
方
有
権
者
の
圧
倒
的
多
数
（
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
は
農
民
で
あ
っ
た
。
一
方
、
労
働
者
階

級
の
政
治
的
比
重
は
限
ら
れ
て
お
り
、
都
市
有
権
者
の
四
分
の
一
程
度
を
形
成
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
農
民
と
労
働
者
の
相
対

的
比
重
お
よ
び
議
会
シ
ス
テ
ム
内
で
の
位
置
は
最
後
ま
で
普
選
闘
争
に
つ
い
て
回
る
。

　
新
し
い
二
院
制
議
会
が
そ
の
活
動
を
開
始
す
る
と
す
ぐ
に
選
挙
権
問
題
を
め
ぐ
る
論
争
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
選
挙
権
論
争
は
当

面
、
第
二
院
に
限
ら
れ
て
い
た
。
保
守
の
牙
城
で
あ
る
第
一
院
は
ど
の
よ
う
な
改
革
案
に
も
耳
を
傾
け
ず
、
要
求
を
こ
と
ご
と
く
拒
絶
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
農
民
陣
営
は
普
通
選
挙
権
に
は
熱
心
で
は
な
か
っ
た
。
限
定
的
で
穏
健
な
選
挙
権
拡
大
か
ら
は
大
き
な
利
益
を
獲

得
で
き
る
が
、
普
通
選
挙
権
と
な
る
と
失
な
う
も
の
が
多
過
ぎ
た
。
保
護
貿
易
論
の
農
民
は
関
税
闘
争
の
経
験
を
通
じ
て
慎
重
な
態
度
を

と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
農
作
物
の
消
費
者
に
選
挙
権
を
与
え
れ
ば
、
自
由
貿
易
派
の
地
位
を
高
め
る
と
考
え
た
。
彼
ら
が
選
挙
権
拡

大
に
用
心
深
く
な
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
実
際
、
《
新
地
方
量
Z
醤
冨
葺
§
き
轟
b
弩
一
一
雲
》
（
一
。
。
。
。
。
。
～
逡
）
は
す
べ
て
の
改
革
案
に

反
対
を
表
明
し
て
い
た
。
ま
た
、
《
自
由
貿
易
党
蜀
同
ぎ
き
仙
巴
ω
b
費
江
》
（
H
。
。
。
。
刈
～
。
。
c
。
）
は
選
挙
権
資
格
の
引
下
げ
に
限
っ
て
賛
意
を
表
明

し
て
い
た
。
一
八
九
〇
年
迄
の
選
挙
権
問
題
は
高
遠
な
理
想
、
第
一
院
か
ら
の
拒
絶
、
挫
折
、
と
議
会
政
治
の
中
で
虚
し
く
空
転
し
て
い
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た
。
突
破
口
を
提
供
で
き
る
の
は
大
衆
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
工
業
化
の
進
展
が
大
量
の
工
場
労
働
者
を
生
み
、
都
市
化
を
促
し
た
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
ヨ
ー
チ
ボ
リ
、
マ
ル
ミ
ョ
ー
の
人
ロ
は
一

八
七
〇
年
か
ら
九
〇
年
迄
の
二
〇
年
間
に
約
二
倍
に
な
っ
た
）
。
工
場
労
働
者
の
数
は
一
八
六
七
年
か
ら
八
八
年
迄
の
二
一
年
間
に
二
倍

以
上
に
な
り
、
一
九
〇
二
年
迄
の
一
四
年
忌
に
さ
ら
に
二
倍
に
増
え
た
。
そ
れ
に
伴
な
っ
て
、
「
民
主
主
義
へ
の
感
情
」
が
覚
醒
・
醸
成

さ
れ
た
。
政
治
的
急
進
派
の
誕
生
で
あ
る
。
彼
ら
は
普
通
選
挙
権
を
要
求
し
な
い
中
途
半
端
な
改
革
案
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
満

足
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
九
〇
年
、
普
通
選
挙
権
を
目
指
し
て
《
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
普
通
選
挙
権
同
盟
ω
〈
①
ユ
σ
q
①
ω
㊤
＝
ヨ
餌
昌
づ
9

a
馨
愚
＃
ω
8
吾
土
嚢
α
》
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
同
盟
に
は
六
五
〇
、
○
○
○
名
の
メ
ン
バ
ー
が
登
録
し
た
（
ω
U
℃
噂
H
逡
㊤
）
。
農
民
陣
営
か

ら
は
こ
の
急
進
派
を
意
識
し
た
ア
ピ
ー
ル
が
表
明
さ
れ
た
。
労
働
者
の
政
治
化
と
労
働
運
動
の
活
性
化
に
対
す
る
反
感
を
背
景
に
、
右
へ

移
動
し
た
。
自
由
主
義
に
傾
い
た
農
民
陣
営
の
間
で
も
議
会
構
成
の
再
編
を
生
む
で
あ
ろ
う
普
選
権
か
ら
身
を
引
こ
う
と
す
る
動
き
が
出

た
。
急
進
派
は
生
ま
れ
た
ぽ
か
り
で
未
だ
非
力
な
社
民
党
と
組
ん
で
、
《
国
民
の
議
会
h
o
涛
二
曹
9
σ
q
費
》
運
動
に
乗
り
出
し
た
。
こ
れ
は

男
女
の
普
選
を
基
礎
に
代
表
者
を
選
出
し
、
既
成
の
公
式
の
議
会
に
向
け
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
イ
ト
し
ょ
う
と
す
る
運
動
で
あ
っ
た
。
第
一

回
の
〈
国
民
の
議
会
〉
は
一
八
九
三
年
春
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
か
れ
た
。
約
一
五
万
の
市
民
が
投
票
に
参
加
し
た
（
公
式
の
選
挙
で

も
こ
れ
に
及
ぶ
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
）
。
第
二
回
の
〈
国
民
の
畿
会
〉
は
一
八
九
六
年
に
開
か
れ
た
。
社
民
党
は
こ
れ
に
向
け
て

大
国
民
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
（
ゼ
ネ
・
ス
ト
、
軍
務
拒
否
、
納
税
拒
否
、
ラ
イ
フ
ル
部
隊
の
創
設
）
。
し
か
し
、
自
由
主
義
勢
力

は
こ
れ
を
拒
否
し
、
結
果
と
し
て
、
〈
国
民
の
議
会
〉
運
動
は
内
部
分
裂
に
終
わ
っ
た
。
自
由
党
は
こ
れ
以
後
、
請
願
運
動
に
重
点
を
移

す
よ
う
に
な
っ
た
。
社
民
党
は
自
由
党
に
よ
る
ゼ
ネ
・
ス
ト
拒
否
に
直
面
し
て
、
服
従
的
戦
術
へ
の
変
身
と
非
難
し
、
訣
を
分
っ
た
。
竜

頭
蛇
尾
と
い
う
印
象
は
拭
い
去
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
〈
国
民
の
議
会
〉
運
動
が
建
設
的
な
普
選
権
獲
得
闘
争
の
重
要
な
イ
ヴ
ェ
ソ
ト
で
あ
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つ
た
と
い
う
事
実
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
国
防
と
の
関
連
で
選
挙
権
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
冒
σ
q
＜
曽
諺
＆
臼
ω
ω
o
P
6
α
O
）
。
普
選
は
義
務
兵
役
制
の
当
然
か
つ

正
当
な
結
果
で
あ
り
、
国
家
を
守
る
義
務
を
有
す
る
老
に
は
国
家
の
未
来
を
左
右
す
る
決
定
へ
の
参
加
権
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
主
張

さ
れ
た
。
保
守
陣
営
の
間
で
も
選
挙
権
と
兵
役
に
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
二
人
、
一
票
、
一
ラ
イ
フ
ル
Φ
昌
ヨ
⇔
戸
Φ
ロ
a
ω
計

①
露
σ
q
Φ
＜
胃
し
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
義
務
兵
役
と
普
選
権
の
同
時
導
入
を
主
張
し
た
歴
史
学
者
国
二
巴
q
国
独
三
〇
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
防
衛
と
改
革
田
島
ω
＜
費
0
9
お
h
o
同
型
霞
」
と
同
様
、
多
く
の
国
民
の
心
に
入
り
込
ん
だ
（
閏
言
言
。
の
主
張
は
い
わ
ゆ
る
武
装
せ
る

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
で
あ
っ
た
）
。
保
守
の
リ
ー
ダ
ー
国
．
O
●
切
。
の
＃
O
日
に
も
態
度
変
化
が
少
し
で
は
あ
る
が
生
じ
た
。

　
じ
d
o
ω
貢
α
ヨ
自
身
は
、
常
に
普
選
運
動
に
冷
淡
で
あ
っ
た
。
第
一
回
〈
国
民
の
議
会
〉
に
向
け
て
、
「
わ
が
基
本
法
が
規
定
す
る
方
法
以

外
の
方
法
で
選
出
さ
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
民
の
代
表
な
ど
一
切
認
め
な
い
」
と
言
い
放
っ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
（
出
扁
巴
∋
母
じ
d
鑓
〒

菖
口
σ
q
一
一
〇
卜
。
刈
）
。
し
か
し
、
国
王
O
ω
。
母
目
と
同
様
、
一
八
九
二
年
に
軍
隊
組
織
に
関
す
る
方
針
決
定
が
行
な
わ
れ
た
後
は
、
基
本
的
に

は
前
述
の
言
葉
が
本
心
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
若
干
歩
み
よ
り
の
姿
勢
も
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
義
務
兵
役
制
の
実
現
を
狙
う
以
上
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
と
る
こ
と
が
戦
略
上
も
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
一
八
九
六
年
に
選
挙
権
の
小
幅
拡
大

を
骨
子
と
す
る
選
挙
権
法
案
δ
ω
霞
指
尺
肩
o
O
o
ω
三
〇
昌
を
提
出
し
た
。
こ
の
法
案
に
は
真
剣
に
考
え
ら
れ
た
形
跡
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
自
由
党
は
こ
の
形
ば
か
り
の
改
革
案
を
「
ご
ま
か
し
の
改
革
案
ω
吋
。
霞
o
h
o
『
§
」
と
し
て
拒
否
し
た
。
所
得
条
項
を
八
○
○
ク
ロ
ー

ナ
ー
か
ら
六
〇
〇
ク
ロ
ー
ナ
ー
に
引
下
げ
る
か
わ
り
に
、
選
挙
に
先
立
つ
二
年
間
に
そ
の
税
金
を
払
っ
て
い
な
い
有
権
者
か
ら
投
票
資
格

を
奪
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
都
市
に
お
い
て
は
、
自
由
、
社
民
勢
力
の
間
に
割
り
込
む
た
め
に
、
相
対
多
数
決
主
義
小

選
挙
区
制
を
採
用
し
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
比
例
代
表
制
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
自
由
党
は
こ
の
法
案
が
玄
関
で
入
場
を
許
す
の
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と
同
じ
数
の
有
権
者
を
裏
口
か
ら
投
げ
出
そ
う
と
す
る
試
み
と
批
判
し
た
。
両
院
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
が
交
錯
す
る
中
で
b
d
o
ω
霞
α
ヨ

案
を
拒
絶
し
た
。
一
八
九
九
年
、
自
由
党
を
中
心
に
し
た
請
願
運
動
b
①
葺
ご
田
津
碧
色
ω
Φ
が
三
六
三
四
、
○
○
○
名
の
署
名
を
集
め
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
請
願
書
は
た
だ
ち
に
政
府
に
提
出
さ
れ
た
が
、
一
八
九
六
年
の
議
会
決
定
を
楯
に
す
る
政
府
は
新
法
案
提
出
と
い
う
挙

に
出
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
、
自
由
党
は
動
議
提
出
策
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
し
か
し
、
党
派
間
の
調
整
は
到
底
で
き
ぬ

相
談
で
あ
っ
た
。
保
守
は
急
進
的
な
普
選
権
に
は
依
然
反
対
で
あ
っ
た
。
一
方
、
農
民
党
は
自
由
党
案
に
対
し
て
、
農
民
階
級
の
政
治
的

自
殺
O
o
葺
♂
冨
呂
讐
く
9
0
a
に
手
を
賦
す
意
思
は
な
い
と
拒
絶
を
表
明
し
た
。
今
や
選
挙
権
問
題
を
分
岐
点
と
し
た
左
右
の
対
立
が
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
議
会
政
治
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
九
九
年
議
会
で
は
、
未
だ
右
が
左
を
制
し
て
い
た
。

　
一
八
九
〇
年
代
に
発
生
し
た
下
か
ら
の
圧
力
に
つ
い
て
は
三
点
ば
か
り
銘
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
一
つ
は
＝
芭
ヨ
霞
聞
鎚
三
貯
σ
q

が
一
八
九
六
年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
自
由
党
の
支
持
を
得
て
第
二
院
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
労
働
老
階
級
の
結
集
を
旗
印
に
着

実
に
成
長
を
続
け
る
社
民
党
の
第
一
号
議
員
が
誕
生
し
た
。
第
二
は
新
聞
の
発
達
で
あ
る
。
一
八
七
〇
年
代
前
半
に
は
一
万
部
以
上
の
発

行
部
数
を
持
つ
新
聞
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
多
く
の
新
聞
は
、
普
選
問
題
と
共
に
、
確
実
に
成
長
し
た
。
そ
し
て
一
八
八
九
年
に
は

安
価
な
ω
8
。
吋
げ
巳
ヨ
ω
島
曾
冒
α
q
o
昌
が
創
刊
さ
れ
た
。
自
由
主
義
を
標
榜
し
、
普
選
問
題
で
論
陣
を
張
っ
た
こ
の
新
聞
は
九
〇
年
代
に

入
る
と
発
行
部
数
を
約
一
〇
万
部
に
伸
ば
し
た
。
普
選
問
題
に
対
す
る
関
心
は
い
よ
い
よ
高
ま
っ
た
。
最
後
に
、
給
与
所
得
者
の
政
治
的

進
出
で
あ
る
。
一
八
九
九
年
選
挙
で
は
工
業
化
に
よ
っ
て
所
得
水
準
を
上
げ
た
給
与
所
得
者
三
万
人
が
新
た
に
選
挙
権
資
格
を
得
た
。
こ

れ
で
総
有
権
者
数
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
も
増
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
新
規
参
入
老
は
、
一
般
に
、
自
身
が
制
限
さ
れ
た
経
験
を
持
っ
て

い
る
た
め
に
改
革
に
好
意
的
で
あ
っ
た
。
下
か
ら
の
圧
力
は
普
選
問
題
を
「
も
は
や
逆
戻
り
で
き
な
い
」
問
題
に
し
た
。
当
時
の
彼
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燭

信
条
に
つ
い
て
は
ω
＜
o
昌
ω
惹
住
9
σ
q
三
巴
卑
で
発
表
さ
れ
た
詩
人
く
①
ヨ
震
く
。
昌
口
。
置
Φ
湧
♂
§
の
「
市
民
の
歌
冨
。
重
げ
自
o
q
胃
ω
9
。
昌
o
q
」



が
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
「
市
民
と
し
て
の
権
利
に
金
が
必
要
だ
と
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
旗
の
恥
で
あ
り
汚
点
で
あ
る
」
。

　
一
九
〇
〇
年
議
会
は
一
つ
の
転
回
点
で
あ
っ
た
。
先
ず
、
分
裂
を
繰
り
返
し
て
い
た
自
由
主
義
陣
営
が
共
通
の
綱
領
を
中
心
に
一
つ
に

ま
と
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
《
自
由
統
一
重
い
鰹
Φ
鑓
冨
ω
党
籍
出
ロ
α
q
ω
b
9
二
一
卑
》
で
あ
る
。
こ
の
党
の
重
力
の
中
心
は
穏
健
な
自
由
派
に
あ

っ
た
。
も
と
も
と
、
複
雑
な
フ
ァ
ク
タ
ー
の
交
錯
し
た
諸
会
派
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
輪
郭
を
正
確
に
描
写
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
党
の
議
員
（
結
成
霊
草
に
八
八
名
を
集
め
た
）
も
変
動
す
る
社
会
的
諸
利
益
を
強
く
反
映
し
て
い
た
。
敢
え
て
最
大
公
約
数
を
求
め

る
と
す
れ
ば
、
労
働
組
合
へ
の
反
感
、
国
防
問
題
へ
の
大
き
な
関
心
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
諸
会
派
を
し
て
こ
の
期
に
合
同
に

踏
み
切
ら
せ
た
の
は
普
選
問
題
で
あ
っ
た
。
自
由
主
義
を
標
榜
す
る
政
治
集
団
に
と
っ
て
こ
の
問
題
は
そ
の
真
価
を
問
う
試
金
石
で
あ
っ

た
。
沈
黙
や
後
退
は
存
在
そ
の
も
の
の
否
定
を
意
味
し
た
。
自
由
主
義
諸
派
は
い
わ
ば
す
べ
て
の
存
在
価
値
を
賭
し
て
大
同
団
結
し
た
の

で
あ
る
。
自
由
統
一
党
は
社
民
党
と
共
に
普
選
権
闘
争
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
一
九
〇
〇
年
議
会
で
は
、
選
挙
権
問
題
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
提
案
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
各
党
間
の
相
互
調
整
を
通

じ
て
、
選
挙
権
拡
大
の
条
件
と
資
格
に
つ
い
て
完
全
か
つ
包
括
的
な
調
査
に
あ
た
る
委
員
会
の
設
置
を
定
め
た
議
会
文
書
H
涛
ω
α
⇔
σ
q
ω
屈

す
そ
巴
ω
①
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
点
で
、
内
容
・
程
度
は
と
も
か
く
、
選
挙
権
拡
大
に
向
け
て
議
会
政
治
が
進
む
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　
●
＜
o
匿
O
暮
霞
内
閣

　
一
九
〇
一
年
議
会
で
義
務
兵
役
制
が
正
式
に
決
定
さ
れ
る
と
選
挙
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
写
管
Φ
睡
。

男
お
費
重
く
。
昌
○
＃
臼
内
閣
は
翌
年
、
新
し
い
選
挙
権
法
案
を
提
出
し
た
。
自
由
主
義
陣
営
の
改
革
案
と
保
守
陣
営
の
延
命
策
を
統
合

し
よ
う
と
す
る
法
案
で
あ
っ
た
。
し
か
し
く
。
昌
9
8
H
案
に
は
両
陣
営
と
も
耳
を
傾
け
な
か
っ
た
。
改
革
派
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
あ
る
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訳
費
一
ω
雷
巴
h
は
到
底
是
認
し
得
ぬ
も
の
と
拒
絶
し
た
。
「
こ
っ
と
う
趣
味
の
文
書
」
と
呼
ぶ
自
由
党
員
も
い
た
。
社
民
党
の
b
d
鑓
9
冒
σ
q

は
男
女
の
普
通
・
平
等
選
挙
を
強
く
主
張
し
て
バ
ネ
つ
け
た
。
保
守
陣
営
の
態
度
も
冷
や
か
で
あ
っ
た
。
議
会
が
こ
の
法
案
の
最
終
討
議

に
入
っ
た
時
、
社
民
党
は
ゼ
ネ
・
ス
ト
を
要
請
し
た
。
一
〇
万
の
労
働
者
が
こ
れ
に
応
じ
た
。
議
会
が
こ
の
動
き
に
ど
れ
位
左
右
さ
れ
た

か
ど
う
か
は
正
確
に
は
判
ら
な
い
が
、
両
院
は
政
府
提
案
を
拒
絶
し
た
。
当
時
、
L
O
は
六
万
強
の
メ
ン
バ
ー
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
る
か
ら
一
〇
万
労
働
老
の
行
動
は
社
民
党
を
何
よ
り
も
勇
気
付
け
た
。
審
議
三
日
目
、
労
働
者
は
く
。
昌
O
具
合
案
が
廃
案
に
な

っ
た
こ
と
を
見
届
け
て
、
職
場
に
戻
っ
た
。
比
例
代
表
制
論
を
保
守
陣
営
が
持
ち
出
さ
な
か
っ
た
ら
選
挙
権
問
題
は
こ
の
ま
ま
袋
小
路

讐
興
く
習
◎
ω
σ
q
鼠
＆
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
保
守
陣
営
が
比
例
代
表
制
を
持
ち
出
し
た
理
由
は
、
小
選
挙
区
制
の
ま
ま
普
選
が
実
現
す
れ
ば
反
保
守
陣
営
（
自
由
統
一
党
、
社
民
党
）

が
下
院
の
圧
倒
的
多
数
を
制
し
、
両
院
合
同
採
決
で
も
優
位
に
立
つ
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
財
政
支
配
権
の
確
保

を
願
う
保
守
陣
営
に
は
耐
え
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
社
民
党
や
自
由
統
一
党
に
と
っ
て
も
、
比
例
代
表
制
原
理
そ
の
も
の
の
正
し
さ
に

は
反
対
で
き
な
か
っ
た
。
実
際
、
b
d
早
算
冒
ひ
q
や
ω
冨
螢
自
も
こ
の
時
点
で
は
比
例
代
表
制
へ
の
積
極
的
反
対
は
表
明
し
て
い
な
か
っ
た
。

●
閑
O
・
・
＃
“
巨
（
第
二
次
）
内
閣

　
保
守
陣
営
か
ら
も
革
新
陣
営
か
ら
も
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
く
○
昌
○
詳
9
に
代
わ
っ
て
、
国
事
涛
O
G
ω
＄
h
b
d
o
ω
茸
α
ヨ
が
今
一
度
政

権
を
担
当
し
た
。
彼
自
身
は
議
会
文
書
案
に
は
反
対
投
票
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
個
人
的
に
は
も
っ
と
限
定
的
な
改
革
を
望
ん
で
い
た
で
あ

ろ
う
。
王
子
O
話
8
｛
が
父
の
国
王
に
、
「
じ
d
O
ω
霞
α
ヨ
こ
そ
、
真
の
政
治
家
で
あ
る
の
で
、
彼
を
置
い
て
適
任
者
は
い
な
い
」
と
手
紙
を

書
い
た
程
の
人
物
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
穏
健
な
自
由
主
義
的
要
素
を
も
取
り
込
ん
だ
内
閣
を
率
い
て
、
選
挙
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
精
力
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窟

取
組
む
姿
勢
は
あ
っ
た
、
選
挙
権
問
題
の
焦
点
が
比
例
代
表
制
に
移
動
し
た
こ
と
を
認
識
し
て
、
こ
の
問
題
を
特
別
調
査
委
員
会
に
付
託



し
た
。

　
一
九
〇
二
年
の
第
二
院
選
挙
は
専
ら
選
挙
権
問
題
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
候
補
者
が
普
通
選
挙
権
の
原
理
を
受

け
入
れ
、
各
党
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
同
じ
態
度
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
状
況
は
必
ら
ず
し
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
自
由
主
義
勢
力
は

ω
富
鑑
h
を
リ
ー
ダ
ー
に
し
た
独
自
の
議
会
骨
組
織
《
自
由
全
国
同
盟
山
冠
ω
一
嘗
巴
①
愚
民
ω
♂
お
昌
一
旨
α
q
Φ
づ
》
を
結
成
し
た
。
こ
の
議
会
外

組
織
は
議
会
内
の
自
由
統
一
党
の
左
に
位
置
を
占
め
＜
o
鵠
周
二
Φ
ω
Φ
づ
ら
の
党
執
行
部
を
突
き
上
げ
た
。
自
由
全
国
同
盟
は
、
比
例
代
表

制
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
両
院
に
適
用
す
べ
ぎ
で
あ
り
、
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
第
一
院
の
権
力
を
徹
底
的
に
削
減
し
た
上
で
導
入

す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
穏
健
な
自
由
主
義
を
信
奉
す
る
農
民
の
多
く
は
比
例
代
表
制
を
拒
否
し
て
い
た
。
ま
た
、
第
一
院
で
享
受

し
て
い
る
大
き
な
既
得
権
を
失
な
う
ま
い
と
し
て
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
選
挙
権
制
限
条
項
の
引
下
げ
に
踏
み
切
れ
な
い
で
い
た
。
一
方
、
多
く

の
都
市
自
由
派
は
比
例
代
表
制
の
導
入
を
支
持
し
て
い
た
。
未
だ
議
会
外
政
党
の
段
階
に
あ
っ
た
社
民
党
は
納
税
条
項
の
な
い
普
選
権
を

強
く
要
求
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
小
党
に
有
利
に
働
く
比
例
代
表
制
に
つ
い
て
は
、
比
例
代
表
制
理
論
の
基
本
的
妥
当
性
と
の
関
係
で
、

鮮
明
な
態
度
を
打
出
せ
な
い
で
い
た
。
普
選
権
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
同
意
が
で
き
て
い
な
が
ら
、
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
複
雑
な
思

惑
が
交
錯
し
て
い
た
こ
の
選
挙
で
、
議
会
内
進
歩
勢
力
が
九
五
議
席
か
ら
一
一
一
議
席
へ
と
躍
進
し
た
。
新
し
い
労
働
者
グ
ル
ー
プ
が
有

権
者
資
格
を
獲
得
し
政
治
の
場
に
進
出
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
社
民
党
は
ゆ
轟
昌
二
昌
σ
q
を
始
め
四
人
が
第
二
院
に
当
選
し
た
。
保
守
陣
営

の
後
退
は
は
っ
き
り
し
た
。
一
三
七
議
席
か
ら
一
一
九
議
席
に
下
降
し
た
。
一
九
〇
四
年
、
右
党
は
つ
い
に
議
会
外
全
国
組
織
《
普
通
選

挙
権
同
盟
〉
＝
詳
言
轟
く
巴
ヨ
ρ
ロ
ω
｛
曾
σ
信
⇒
α
卑
》
を
結
成
し
、
時
代
の
流
れ
に
即
応
し
よ
う
と
す
る
意
思
を
表
明
し
た
。
保
守
陣
営
の

選
挙
戦
を
調
整
し
自
由
統
一
党
に
対
決
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
結
晶
で
あ
っ
た
（
〉
ヨ
①
芝
帥
三
ω
窪
雪
9
H
㊤
＆
）
。

　
一
九
〇
四
年
議
会
に
新
し
い
選
挙
権
法
案
が
提
出
さ
れ
た
。
普
選
権
、
選
挙
権
年
齢
二
五
歳
、
比
例
代
表
制
、
を
骨
子
と
す
る
プ
ロ
グ
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ラ
ム
で
あ
っ
た
。
二
年
前
の
議
会
で
は
第
二
院
の
過
半
数
が
支
持
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
二
年
間
に
事
態
は
急
変
し
て
い
た
。

自
由
統
一
党
も
社
民
党
も
比
例
代
表
制
の
導
入
に
反
対
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
自
由
統
一
党
々
首
ω
＄
⇔
庸
は
自
分
の
個
人
的
好
み

と
党
勢
を
混
じ
え
て
小
選
挙
区
制
ヨ
帥
冒
葺
①
お
く
巴
を
強
硬
に
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
も
と
も
と
比
例
代
表
制
に
傾
い
て
い
た

が
、
議
会
外
組
織
《
自
由
全
国
同
盟
》
の
メ
ン
バ
ー
の
意
を
体
し
て
自
己
の
政
治
的
好
み
一
小
選
挙
区
制
を
基
礎
に
し
た
イ
ギ
リ
ス
型

下
院
中
心
議
会
政
治
　
　
を
表
面
に
打
出
し
た
。
一
九
〇
二
年
選
挙
で
の
躍
進
（
九
二
議
席
か
ら
一
〇
七
議
席
へ
）
が
ω
8
鋒
h
を
強
気

に
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
、
比
例
代
表
制
を
導
入
す
れ
ば
、
自
由
統
一
党
の
損
失
が
最
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
躍
進
を
続
け
て
い
る

党
に
自
己
犠
牲
を
強
い
る
制
度
に
同
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
一
院
は
政
府
案
を
通
過
さ
せ
た
が
、
第
二
院
は
比
例
代
表
制
を
拒
否

し
て
廃
案
に
追
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
b
d
o
ω
茸
O
ヨ
首
相
の
政
治
的
使
命
は
こ
こ
で
尽
ぎ
た
。

　
一
九
〇
五
年
九
月
の
第
二
院
選
挙
も
普
選
問
題
が
支
配
し
た
。
一
八
八
七
年
の
記
録
を
破
っ
て
投
票
率
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し

た
。
所
得
水
準
が
上
昇
し
た
た
め
に
新
た
に
選
挙
権
資
格
を
獲
得
で
き
た
市
民
は
進
歩
派
に
票
を
投
じ
た
。
自
由
統
一
党
が
一
〇
九
議

席
、
社
民
党
が
＝
二
議
席
獲
得
し
た
。
進
歩
勢
力
が
始
め
て
第
二
院
の
過
半
数
を
制
し
た
。

●
の
富
曽
h
h
内
閣

　
国
王
○
ω
。
弩
目
が
誰
よ
り
も
嫌
っ
て
い
た
三
鷹
ユ
Q
D
富
士
h
が
首
相
に
就
任
し
た
の
は
一
九
〇
五
年
一
一
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
指
名

は
下
院
中
心
議
会
政
治
論
9
口
費
接
僧
目
ヨ
曽
O
胃
δ
∋
Φ
三
9
ユ
ω
目
①
鵠
の
勝
利
を
意
味
し
た
。
彼
は
一
八
八
○
年
代
急
進
主
義
の
代
表
的
理

論
家
の
一
人
で
あ
り
、
議
院
内
閣
制
の
導
入
を
強
く
要
求
し
て
い
た
。
ま
た
、
近
代
的
意
味
で
の
党
リ
：
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
以
前
の
首
相

と
は
違
っ
て
、
第
二
院
の
第
一
党
の
党
首
と
し
て
首
相
に
就
任
し
た
。
彼
は
は
っ
き
り
と
し
た
政
党
色
を
持
つ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
最
初
の

吋
閣
を
組
織
し
た
。
だ
が
、
そ
の
最
大
の
政
治
的
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ω
富
畦
h
が
一
九
〇
六
年
議
会
に
提
出
し
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た
選
挙
権
法
案
の
内
容
は
　
ω
兵
役
を
終
了
し
、
国
税
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ー
ン
税
を
払
っ
た
二
四
歳
以
上
の
男
性
へ
の
選
挙
権
付
与
、
㈹
小

選
挙
区
制
の
導
入
、
で
あ
っ
た
。
第
二
院
で
は
問
題
は
な
か
っ
た
。
自
由
一
社
民
連
合
が
過
半
数
を
制
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
べ
て

は
第
一
院
の
態
度
に
か
か
っ
て
い
た
。
彼
は
従
来
の
相
対
多
数
決
主
義
か
ら
二
回
投
票
絶
対
多
数
決
主
義
へ
の
切
り
換
え
を
提
案
し
て
、

第
一
院
へ
の
譲
歩
を
示
し
た
が
、
同
調
者
を
見
出
す
こ
と
は
で
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ω
欝
舞
h
が
第
一
院
に
支
持
を
要
請
し
た
時
の

挑
戦
的
な
方
法
が
そ
の
敗
北
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
。
「
真
の
決
定
権
げ
①
ω
ξ
3
昌
α
Φ
贔
雰
魯
は
第
二
院
に
あ
る
。
時
計
が
動
い
て
い

る
こ
と
匹
o
o
冨
コ
α
q
賢
を
調
べ
る
の
が
第
二
院
の
任
務
で
あ
り
、
時
計
が
何
時
を
打
っ
た
か
く
巴
匹
o
o
閃
9
。
口
賢
ω
冨
σ
q
①
口
を
調
べ
る

の
が
第
一
院
の
役
割
で
あ
る
」
。
こ
の
セ
リ
フ
に
刺
戟
さ
れ
て
、
第
一
院
の
議
員
は
「
第
一
院
も
ま
た
、
時
計
が
正
し
く
動
い
て
い
る
か

匹
。
。
冨
づ
ゆ
q
与
野
＃
を
見
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
反
撃
し
た
（
ω
一
コ
口
　
○
凶
「
一
ω
ω
O
昌
層
　
一
㊤
①
一
》
Q
り
．
蔭
①
O
）
。
当
時
、
第
一
院
も
あ
る
程
度
の

自
己
改
革
を
希
望
し
て
お
り
、
そ
の
準
備
作
業
に
も
入
っ
て
い
た
の
で
u
D
＄
9
臣
の
挑
発
は
第
｝
院
の
態
度
硬
化
を
促
進
さ
せ
た
だ
け
で

あ
っ
た
。
第
一
院
で
は
、
ω
両
院
へ
の
比
例
代
表
制
導
入
、
㈹
コ
ミ
ュ
ー
ン
選
挙
権
の
改
正
、
を
骨
子
と
す
る
℃
蝕
σ
o
O
9
案
（
≧
ず
①
匹

℃
Φ
8
屋
ω
o
昌
一
℃
警
。
α
鋤
が
提
案
者
）
の
周
辺
に
意
見
が
結
集
し
て
い
た
。
第
一
院
は
ω
3
鋒
h
案
を
全
く
問
題
に
せ
ず
圧
倒
的
多
数
で

葬
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
両
院
間
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る
た
め
に
q
D
冨
鋤
跨
は
国
王
に
第
二
院
の
解
散
を
求
め
た
。
選
挙
に
な
れ
ば
圧
倒
的
多
数
の
有
権
者

が
自
由
統
一
党
を
支
持
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
力
を
第
一
院
に
突
き
付
け
れ
ば
第
一
院
も
崩
れ
る
で
あ

ろ
う
と
読
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
勇
み
足
を
し
て
し
ま
っ
た
。
彼
は
第
二
院
で
「
数
多
く
の
国
民
の
力
を
体
し
た
王
権
が
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
王
国
を
支
配
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
、
数
少
な
い
特
権
の
力
を
体
し
た
王
権
が
こ
の
王
国
を
支
配
す
べ
き
な
の
か
」
。
下
院
中

心
の
議
会
政
治
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
○
ω
。
霞
目
は
き
っ
ぱ
り
と
拒
否
し
た
。
政
府
法
案
を
通
過
さ
せ
た
ば
か
り
の
議
院
を
解
散
す
る
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こ
と
は
最
も
議
会
主
義
に
反
す
る
行
為
で
あ
る
と
答
え
た
。
少
な
く
と
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
策
士
ω
δ
鋒
h
の
完
敗
で
あ
っ
た
。

ω
鐙
鋒
h
案
を
承
認
し
た
議
院
を
解
散
せ
よ
と
い
う
の
で
は
話
し
に
な
ら
な
い
。
彼
の
状
況
認
識
力
を
高
く
評
価
し
て
い
た
b
d
糞
垂
貯
α
q

す
ら
こ
の
解
散
要
請
に
は
読
み
の
甘
さ
を
感
じ
た
（
一
）
●
菊
二
ω
一
〇
≦
”
　
H
㊤
q
q
讐
　
b
．
　
①
り
）
。
自
党
の
力
を
過
信
し
、
第
一
院
の
力
を
過
小
評
価

し
た
ω
畠
9
庸
は
僅
か
一
年
に
し
て
首
相
の
座
を
去
っ
た
。
選
挙
権
問
題
は
再
び
保
守
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
。

●
日
ぎ
自
巨
曽
5
内
閣

　
四
四
歳
の
首
相
》
箋
ご
ピ
一
昌
畠
ヨ
塁
の
登
場
で
あ
る
。
彼
は
海
軍
士
官
と
し
て
、
国
会
議
員
と
し
て
、
海
軍
大
臣
と
し
て
、
ま
た
政

府
官
吏
と
し
て
成
功
し
た
男
の
経
歴
を
背
負
っ
た
、
魅
力
的
な
マ
ナ
ー
と
外
部
指
向
の
性
格
を
備
え
た
人
物
で
あ
っ
た
。
私
人
と
し
て
は

無
限
の
活
力
を
持
っ
た
産
業
資
本
家
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
北
部
の
鉄
工
業
、
木
材
業
と
結
び
付
い
て
い
た
）
で
あ
り
、
保
護
貿
易
論
者
で
あ

っ
た
。
ピ
冒
傷
ヨ
碧
の
武
器
は
卓
抜
の
調
整
能
力
で
あ
っ
た
。
先
ず
組
閣
に
あ
た
っ
て
は
、
穏
健
な
自
由
主
義
派
と
の
つ
な
が
り
を
も
考

慮
し
た
。
前
ω
鐙
p
。
諏
内
閣
か
ら
二
閣
僚
を
留
任
さ
せ
、
元
自
由
統
一
党
員
も
一
人
大
臣
に
登
用
し
た
。
〈
比
例
代
表
制
論
者
の
大
結
集
〉

と
称
さ
れ
る
こ
の
内
閣
に
は
、
か
な
り
広
大
な
利
益
が
代
表
さ
れ
て
い
た
。
実
際
、
産
業
資
本
家
、
政
府
官
吏
、
農
民
が
勺
讐
o
O
心
骨

を
掲
げ
る
い
旨
α
ヨ
。
づ
の
周
辺
に
結
集
し
た
。
い
貯
α
ヨ
9
ロ
の
第
二
の
武
器
は
鋭
敏
な
時
局
認
識
と
柔
軟
な
対
応
力
で
あ
っ
た
。
彼
は
一

九
〇
六
年
議
会
の
票
決
状
況
を
分
析
し
て
、
野
党
陣
営
か
ら
少
な
く
と
も
二
〇
名
の
離
脱
者
が
出
な
け
れ
ば
勝
算
無
し
と
読
ん
だ
。
そ
れ

故
、
勺
帥
ぴ
。
ら
9
案
を
事
前
に
修
正
し
て
か
ら
、
翌
一
九
〇
七
議
会
に
法
案
を
提
出
す
る
と
い
う
慎
重
な
策
を
選
択
し
た
（
力
に
よ
る
威
脅

に
頼
ろ
う
と
し
た
ω
3
p
鴫
と
の
決
定
的
な
違
い
が
こ
こ
に
あ
る
）
。

　
ピ
ぎ
匹
巳
起
案
の
内
容
は
主
に
次
の
五
点
で
あ
っ
た
。
ω
第
二
院
に
つ
い
て
は
全
納
税
者
（
男
子
）
の
普
通
選
挙
。
㈹
選
挙
権
年
齢
二

五
歳
を
二
四
歳
へ
引
下
げ
。
㈹
両
院
へ
の
比
例
代
表
制
導
入
。
㈲
第
一
院
の
選
挙
人
割
く
豊
里
吋
。
弓
。
鑓
二
〇
昌
興
（
県
議
会
、
大
都
市
議
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会
）
に
も
比
例
代
表
制
を
拡
大
す
る
。
㈹
コ
ミ
ュ
ー
ン
選
挙
の
等
級
投
票
権
の
緩
和
（
最
高
投
票
数
を
一
人
当
り
四
〇
票
に
制
限
）
。
最

後
の
修
正
ω
が
最
も
重
要
な
決
定
で
あ
っ
た
。
全
国
レ
ヴ
ェ
ル
の
議
会
で
は
枢
要
な
地
位
を
亨
受
し
て
い
る
が
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
・
レ
ヴ
ェ

ル
で
は
そ
れ
に
見
合
う
力
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
点
に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
た
。
い
ぎ
α
ヨ
㊤
昌
が
、
第
一
院
は
も
っ
と

下
に
向
け
て
根
を
広
げ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
「
も
っ
と
深
く
国
民
の
中
に
＆
ξ
費
①
一
8
涛
2
」
と
決
意
を
表
明
し
た
時
、
保
守
の
牙
城
も

不
本
意
な
が
ら
政
府
案
に
屈
し
た
。
も
っ
と
急
進
的
な
改
革
案
が
出
て
く
れ
ば
、
暴
力
的
な
勢
い
で
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
殺
到
し
、
第
一
院

の
権
威
を
根
底
か
ら
崩
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
選
挙
権
問
題
の
運
命
は
、
今
度
は
、
第
二
院
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
。
小
選
挙
区
制
を
主
張
し
て
い
た
自
由
一
社
民
連
合
の
壁
を
破
れ
る

か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
ぎ
q
日
鋤
昌
は
多
く
の
人
々
が
果
て
し
な
い
闘
い
に
倦
み
疲
労
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

そ
の
時
、
北
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
自
由
主
義
派
農
民
を
代
表
し
て
い
た
∪
餌
巳
①
一
勺
魯
ω
ω
8
一
目
巴
5
興
α
q
が
追
加
動
議
を
提
出
し
た
。
そ

の
内
容
は
　
ω
第
一
院
へ
の
被
選
挙
権
資
格
の
軽
減
（
財
産
に
つ
い
て
は
四
万
ク
ロ
ー
ナ
ー
、
所
得
に
つ
い
て
は
二
、
○
○
○
ク
ロ
ー
ナ
ー

に
）
、
㈹
両
院
議
員
へ
の
歳
費
給
付
制
の
導
入
、
で
あ
っ
た
。
こ
の
目
帥
＝
σ
興
ぴ
q
案
は
第
一
院
の
基
盤
を
更
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
記
昌
ヨ
9
昌
は
自
由
－
社
民
連
合
を
突
破
す
る
鍵
を
こ
の
動
議
の
中
に
見
出
し
た
。
彼
は
即
座
に
目
帥
＝
σ
臼
σ
q
案
を
吸
収
し
た
。

予
想
通
り
、
第
二
院
の
票
決
で
は
主
に
地
方
を
基
盤
と
す
る
自
由
統
一
党
議
員
の
一
角
が
自
由
－
社
民
連
合
を
離
脱
し
た
。
か
く
し
て
第

二
院
を
通
過
し
た
。
今
度
は
逆
に
、
第
一
院
が
抵
抗
し
て
き
た
。
第
一
院
の
多
数
派
は
議
員
歳
費
巽
く
。
仙
Φ
舜
の
導
入
に
は
同
意
し
た

が
、
被
選
挙
権
資
格
の
軽
減
に
は
難
色
を
示
し
た
。
＝
巳
目
き
は
自
分
以
外
に
自
由
統
一
党
と
妥
協
で
き
る
人
物
が
保
守
陣
営
に
い
な

い
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
。
目
高
ぎ
臼
σ
q
の
修
正
案
を
採
択
し
な
け
れ
ば
辞
職
す
る
と
表
明
し
た
。
こ
の
普
通
で
な
い
脅
迫
手
段
は
充
分

な
力
を
発
揮
し
た
。
第
一
院
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
三
ク
ロ
ー
ナ
ー
、
三
、
○
○
○
ク
ロ
ー
ナ
ー
で
妥
協
し
た
。
か
く
し
て
、
ピ
ぎ
二
日
き
の

142



現代スウェーデン政党政治史論（三）

巧
み
な
調
整
能
力
を
得
て
、
長
き
に
わ
た
っ
た
選
挙
権
問
題
が
一
応
の
決
着
を
見
た
。

　
（
し
か
し
、
女
性
の
参
政
権
に
つ
い
て
は
い
ぎ
α
ヨ
⇔
づ
は
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
と
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
一
九
〇
三
年
に
《
全
国
婦
人

選
挙
権
同
盟
ピ
潜
民
ω
h
曾
①
昌
ぎ
σ
q
①
ロ
h
曾
犀
く
一
諺
率
由
。
一
三
ω
冨
a
ω
＃
馨
件
》
が
改
革
を
要
求
し
て
以
来
、
左
の
勢
力
か
ら
支
持
さ
れ
て
い

た
が
、
U
ぎ
α
目
。
。
昌
は
調
査
会
に
付
託
す
る
以
上
の
努
力
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
当
時
の
議
会
の
空
気
を
代
弁
し
て
い
た
。
一
九
〇
八

年
に
女
性
参
政
権
が
動
議
と
し
て
提
出
さ
れ
た
が
、
両
院
と
も
却
下
し
て
し
ま
っ
た
。
自
由
統
一
党
の
内
部
に
す
ら
、
婦
人
の
政
治
的
解

放
に
反
対
す
る
空
気
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
1
主
に
地
方
の
自
由
党
で
あ
っ
た
）
（
ω
冨
ロ
O
o
二
ω
ω
o
戸
6
曾
－
ω
●
腿
O
b
。
）
。

　
憲
法
改
正
案
は
、
第
二
院
選
挙
に
続
く
議
会
で
再
確
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
一
九
〇
八
年
選
挙
は
そ
の
意
味
で
、
選
挙
権
問
題
の

総
仕
上
げ
選
挙
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
古
い
制
度
の
下
で
行
な
わ
れ
た
最
後
の
選
挙
で
は
、
選
挙
権
問
題
は
あ
ま
り
熱
狂
を
生
ま
な

か
っ
た
。
社
会
立
法
や
労
働
市
場
の
不
安
が
争
点
に
な
っ
た
。
有
権
者
の
数
は
こ
れ
ま
で
の
ど
の
選
挙
で
よ
り
も
増
え
、
投
票
率
（
六
一

パ
ー
セ
ン
ト
）
も
こ
れ
ま
で
の
最
高
を
記
録
し
た
。
選
挙
の
結
果
、
保
守
陣
営
は
、
新
有
権
者
を
ほ
と
ん
ど
引
き
付
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
九
一
議
席
に
下
降
し
た
。
自
由
統
一
党
は
一
〇
九
議
席
か
ら
九
八
議
席
に
後
退
し
た
。
「
勝
利
の
た
め
の
敗
北
」
1
こ
れ
が
そ
の

後
も
自
由
主
義
政
党
の
運
命
と
な
る
。
真
の
勝
利
者
は
社
民
党
で
あ
っ
た
。
＝
二
議
席
か
ら
三
四
議
席
へ
と
大
躍
進
し
た
。

　
一
九
〇
九
年
議
会
で
は
、
憲
法
の
要
求
に
従
っ
て
選
挙
権
法
案
の
最
終
的
な
確
認
作
業
が
行
な
わ
れ
た
。
自
由
統
一
党
は
、
憲
政
の
常

道
論
を
楯
に
敗
北
し
た
い
ぎ
q
ヨ
鋤
コ
の
辞
職
を
求
め
た
が
、
ピ
ぎ
島
向
き
は
辞
職
し
な
か
っ
た
。
〈
居
座
り
政
治
閃
く
曽
ω
一
葺
費
O
o
碁
馨
〉

と
非
難
さ
れ
な
が
ら
も
H
ぎ
9
日
9
。
昌
は
一
九
一
一
年
ま
で
政
権
を
手
放
さ
な
か
っ
た
。
自
由
統
一
党
は
、
最
終
的
に
は
、
反
対
を
撤
回

し
、
内
閣
に
同
調
し
た
。
票
決
に
際
し
て
、
反
対
票
を
投
じ
た
の
は
、
社
民
党
、
自
由
統
一
党
左
派
の
二
〇
名
、
お
よ
び
、
ご
く
少
数
の

頑
迷
な
保
守
主
義
者
だ
け
で
あ
っ
た
。
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確
か
に
、
一
九
〇
七
年
～
〇
九
年
の
選
挙
権
拡
大
は
決
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
；
の
完
全
な
勝
利
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
実
現
に
至
る
長
い
道
の
り
の
最
初
の
一
歩
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
忍
耐
強
い
調
査
と
審
議
を
強
調
し
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
拡
大
を
は
か
り

な
が
ら
政
治
的
改
革
に
取
組
む
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
治
の
知
的
特
徴
は
こ
の
過
程
で
生
ま
れ
成
長
し
た
の
で
あ
る
（
岡
沢
、
ち
¶
O
）
。
実
際
、

現
代
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
治
の
ス
タ
イ
ル
は
こ
の
期
に
学
習
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
∪
．
園
。
ω
8
類
が
見
事
に
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
九
年
ま
で
の
選
挙
権
闘
争
に
は
四
つ
の
大
き
な
政
治

グ
ル
ー
プ
が
〈
妥
協
の
政
治
〉
を
演
出
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
は
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
を
と
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
相
互
作

用
を
通
じ
て
、
各
グ
ル
ー
プ
は
一
九
〇
七
年
～
〇
九
年
の
解
決
に
重
要
な
貢
献
を
し
た
の
で
あ
る
。
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
左
端
に
は
社
民
党

と
労
働
者
が
い
た
。
未
だ
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
可
能
性
だ
け
が
大
き
い
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
導
入
に
向
け
て
非
常
な
決
意

を
持
っ
て
闘
っ
た
。
論
争
の
初
期
に
は
、
革
命
的
手
段
の
採
用
も
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
党
リ
ー
ダ
ー
の
、
と
り

わ
け
切
茜
口
江
昌
σ
q
の
非
凡
な
才
が
「
民
主
主
義
－
平
和
主
義
－
改
良
主
義
」
で
党
内
を
ま
と
め
上
げ
た
。
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
反
対
の
極

に
は
主
に
第
一
院
に
基
盤
を
持
つ
保
守
主
義
グ
ル
ー
プ
が
い
た
。
当
初
、
す
べ
て
の
改
革
案
を
頑
な
に
拒
ん
で
い
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
も
、

最
後
に
は
、
自
ら
の
手
で
選
挙
権
法
案
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
中
間
か
ら
左
に
か
け
て
第
三
の
グ
ル
ー
プ
が

位
置
し
て
い
た
。
自
由
主
義
急
進
派
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
主
に
、
中
産
階
級
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
常
に
選
挙
権
闘
争
の
先

頭
に
立
っ
て
い
た
。
時
に
は
左
に
、
時
に
は
右
に
揺
れ
た
が
そ
の
支
持
基
盤
と
依
拠
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
曖
昧
さ
か
ら
言
っ
て
仕
方
の

な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
左
右
の
衝
突
を
回
避
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
初
期
に
は
社
民
党
と
共
闘
し
た
。

こ
の
共
闘
は
社
民
党
が
〈
政
界
の
孤
児
〉
化
す
る
の
を
防
ぎ
、
議
会
主
義
の
枠
組
を
認
め
さ
せ
る
手
助
け
に
な
っ
た
。
後
に
な
っ
て
、
社

民
党
と
の
連
携
を
解
消
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
軟
化
さ
せ
た
。
こ
の
軟
化
は
す
べ
て
の
改
革
案
を
頑
固
に
拒
絶
し
て
い
た
保
守
主
義
グ
ル
ー
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プ
に
勇
気
を
与
え
た
。
既
に
、
時
の
流
れ
が
普
選
に
向
け
て
流
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
保
守
陣
営
は
妥
協
点
を
摸
索
し
始
め
た
。

保
守
が
改
革
問
題
と
真
剣
に
取
組
み
だ
し
た
の
を
確
認
し
て
、
自
由
主
義
グ
ル
ー
プ
は
今
一
度
左
に
向
け
て
ド
ラ
イ
ヴ
を
か
け
た
。
保
守

陣
営
は
そ
れ
を
追
い
か
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
保
守
は
論
争
の
初
期
に
予
想
し
て
い
た
も
の
よ
り
も
は
る
か
に
大
幅
な
改
革
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
四
の
グ
ル
ー
プ
は
農
民
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
一
八
六
六
年
の
議
会
改
革
で
大
き
な
発
言
力
を
与
え
ら

れ
て
い
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
長
い
間
論
争
の
圏
外
に
立
ち
、
既
得
権
に
触
れ
る
法
案
に
つ
い
て
の
み
発
言
し
て
い
た
。
だ
が
、
最
後
の
段

階
で
収
拾
案
を
提
示
し
た
の
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
℃
o
け
臼
ω
ω
o
ロ
一
℃
警
＆
餌
と
勺
興
ω
ω
8
一
目
蝉
＝
σ
霞
ひ
q
の
貢
献
を
抜
き
に
し
て

〈
偉
大
な
る
妥
協
〉
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
ら
二
人
の
提
案
が
左
と
右
を
紡
い
だ
の
で
あ
る
（
U
・
閑
事
8
～
H
㊤
朝
9
唱
・
ざ
．
）
。

「
完
全
に
満
足
し
た
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
不
満
だ
け
し
か
残
さ
れ
な
か
っ
た
者
も
誰
一
人
と
し
て
い
な
か
っ
た
」
。
四
つ

の
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
を
演
じ
〈
妥
協
の
政
治
〉
を
作
り
上
げ
た
。
可
能
性
の
芸
術
昏
①
〇
二
〇
h
昏
①
b
o
ω
ω
凶
三
〇
と
い
う

言
葉
が
、
あ
る
意
味
で
、
こ
れ
ほ
ど
相
応
し
い
ス
テ
ー
ジ
は
あ
ま
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
後
、
政
党
（
制
）
と
政
党
リ
ー
ダ
ー
は
栄

光
の
時
代
ω
8
｝
雲
ω
誠
α
に
向
け
て
前
進
す
る
。

　
選
挙
権
の
拡
大
と
比
例
代
表
制
の
導
入
は
政
党
制
の
性
格
に
大
き
な
変
化
を
与
え
る
よ
う
に
思
え
た
。
先
ず
、
第
二
院
選
挙
権
の
所
得

（
資
格
）
条
項
が
取
り
除
か
れ
た
た
め
、
有
権
者
は
一
挙
に
二
倍
に
増
え
た
。
そ
の
上
、
比
例
代
表
制
が
導
入
さ
れ
た
た
め
選
挙
区
境
界

線
の
完
全
な
苛
ぎ
直
し
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
大
都
市
を
除
い
て
一
選
挙
区
一
人
制
（
小
選
挙
区
制
）
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
新

し
い
選
挙
区
に
は
平
均
四
人
の
議
員
定
数
が
配
分
さ
れ
た
。
候
補
者
は
以
前
に
比
べ
約
八
倍
の
広
さ
を
持
つ
選
挙
区
を
相
手
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
個
人
的
な
絆
だ
け
で
は
も
は
や
当
選
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
無
所
属
候
補
に
は
勝
ち
目
が
無
く
な
っ
た
。
新
し
く
登
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翻
し
た
有
権
者
の
票
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
積
極
的
に
大
衆
集
会
に
出
席
し
、
広
く
な
っ
た
選
挙
区
を
鉄
道
や
道
路
を
使
っ
て
走
り
回

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
先
ず
自
分
の
名
を
政
党
の
候
補
者
リ
ス
ト
に
戴
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
要
す

る
に
党
の
組
織
力
と
財
政
援
助
が
候
補
者
の
運
命
を
左
右
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
比
例
代
表
制
は
小
党
の
政
治
的
表
現
を
も
許

可
・
促
進
す
る
の
で
、
各
党
の
内
部
に
あ
っ
て
不
満
を
募
ら
せ
て
い
た
不
平
分
子
の
脱
党
行
為
を
誘
発
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
一
方

で
、
政
党
ラ
ベ
ル
を
持
た
ぬ
候
補
老
に
は
政
治
的
な
死
を
宣
告
す
る
の
で
、
党
の
規
律
は
強
化
さ
れ
、
個
人
の
独
立
し
た
行
動
は
困
難
に

な
る
。

　
次
い
で
、
一
九
〇
七
年
～
〇
九
年
の
選
挙
権
改
革
が
政
党
政
治
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
と
政
党
再
編
に
つ
い
て
論
述
し
た
い
。
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